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【調査報告】
東京都公文書館所蔵「オリンピック関係文書」
における簿冊情報抽出の試み

東京都公文書館　史料編さん担当
太田　亮吾

はじめに
　東京都公文書館が所蔵する東京都文書すなわち東京都の公文書のなかには、昭和 39 年

（1964）に東京で開催した第 18 回オリンピック競技大会（「オリンピック東京大会」）に関す

る文書がまとまったかたちで残されている。その多くは東京都が実施したオリンピックの招

致活動や開催準備についてのものであり、都がオリンピックをどう迎えたか体系的にたどる

ことのできる貴重な資料群となっている。以下、これを「オリンピック関係文書」と呼ぶこ

とにする。

　現在、オリンピック関係文書は約 4,600 件が公開されており、当館の目録情報検索システ

ムから文書一件単位による目録情報の検索ができるようになっている。

　また、これらは複数の文書をまとめた簿冊の形態で保存されている。こうした簿冊単位で

捉えた場合、オリンピック関係文書は 280 冊で構成される。ところが、現在の目録情報検索

システムでは、この簿冊単位の情報を提供していない。これは東京都の文書管理が文書一件

単位を原則としていること 1 と関係しており、オリンピック関係文書に限らず東京都文書全

般に共通した特徴でもある。同じく当館が所蔵する東京府文書および東京市文書では文書一

件単位と簿冊単位の両方から検索が可能であることに鑑みると、目録情報の検索環境は大き

く事情が異なるといえる。

　本稿では、このように現状の検索環境では把握が困難であるオリンピック関係文書の簿冊

単位に焦点をあわせ、そこからどのようなことが読み取れるか整理する。具体的には、オリ

ンピック関係文書のなかでも比較的小規模であり作業の手始めに好適といえる招致活動期の

文書に範囲を絞り、収録簿冊に関する基礎的な情報の抽出を試みる。以上の作業を通じ、簿

冊情報をつかむための方法を探るとともに、簿冊単位による把握からオリンピック関係文書

全体の構造を理解するための新たな手がかりが得られることも明らかにしたい。

　なお、本稿は、平成 30 年（2018）３月に当館が刊行した資料集『都史資料集成Ⅱ』第７巻「オ

リンピックと東京」の編さん過程で実施した調査内容の一部をまとめたものである。

１　オリンピック関係文書の現状
(1) オリンピック関係文書の概要と各簿冊の排列
　はじめに、作業の前提としてオリンピック関係文書の全体に関わる基礎事項を確認する。
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　オリンピック関係文書は、東京都におけるオリンピック招致活動および開催準備事業の各

担当部局が作成・収受した文書により構成されている 2。これらの文書は、昭和 44 年（1969）

および昭和 50 年（1975）にわかれて当館に引き継がれた。現在当館では、以上に加え、あ

わせて引き継がれた第３回アジア競技大会組織委員会の文書 3 を、ひとまとまりの文書群と

みなし管理している。

　前述のとおり、オリンピック関係文書は簿冊の形態で保存されている。図１は、その現状

を撮影したものである。収録文書の件数や種類に応じ簿冊の幅および背の高さに開きはある

ものの、各簿冊は共通の仕様に基づき製本されていることがわかる。

　また、一部の簿冊では表紙の見返しに、「平

成８年度東京都公文書館所蔵資料マイクロ化

事業計画に基づき、この簿冊を解体してマイ

クロ撮影を行った。」と印字されている。こ

の「マイクロ化」とは、マイクロフィルム

による文書の撮影を意味している。フィルム

に記録された日付から、オリンピック関係文

書については、昭和 48 年度と平成８年度の

２回にわかれ、すべてを撮影したことが確認

できる。オリンピック関係文書に含まれる最

古の文書は昭和 27 年（1952）のものであり、

一方昭和 41 年（1966）の文書が最も新しい。

この間 14 年の開きがあるが、にもかかわらず同様の装丁で製本されているのは、以上の経

緯による。いずれも引継後に一度解体し、マイクロフィルム撮影をおこなったうえで、あら

ためて編綴・再製本しているのである。

　これら現状の簿冊の背には、収録文書の事項名を表わす「オリンピック」と書庫内での排

架順序を示す通し番号を組み合わせた文字列が共通して中央に刻印されている。例えば、１

冊目に排列されている簿冊は、「オリンピック１」と刻まれている。なお、この簿冊には昭

和 29 年の文書が７件綴じられている。現在、同じ簿冊に収録されている文書はすべて同一

の請求番号が付与されており、この場合、７件とも目録では「Ｌ０４．０１．０１」と登録さ

れている。これらと対応するかたちで、簿冊の背の上段には「昭和 29 年度」と文書年度を

示す表記が刻印されており、下段には請求番号を印字したラベルが貼られている。

　表１は、各簿冊の背から読み取れる以上の情報をまとめたものである。ここでは参考とし

て、それぞれの簿冊に収録されている文書件数も併記した。なお、オリンピック関係文書の

なかには、文書を編綴した簿冊ではなく、数は少ないが帳簿類や後年に編入した資料も含ま

れている。さらに、１件の文書を分冊している例も一部みられる。そのため、簿冊の通し番

号と書架の排列順序には、ずれがある。また、「オリンピック 152」と同「153」のあいだには、

第３回アジア競技大会組織委員会の文書を同様の仕様で製本した 162 冊の簿冊が含まれてい

る。紙幅の関係上、本表ではそれらの簿冊情報については省略した。

　この表からは、オリンピック関係文書が単純に文書年度順で整序されているわけではない

ことがまず確認できる。同一年あるいは同時期の文書であっても多くは分散しており、その

排列順序には時系列と異なる要因が関係していると考えられるのである。また、現状の簿冊

図１　オリンピック関係文書簿冊
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排列
順序 請求番号 簿冊名 文書年度

収録
文書
件数

うち
非公開
の件数

1 Ｌ０４．０１．０１ オリンピック１ 昭和 29 年度 7 0

2 Ｌ０４．０１．０２ オリンピック２ 昭和 30 年度 7 0

3 Ｌ０４．０１．０３ オリンピック３ 昭和 31 年度 6 0

4 Ｌ０４．０１．０４ オリンピック４ 昭和 32 年度 17 0

5 Ｌ０４．０１．０５ オリンピック５ 昭和 33 年度 13 0

6 Ｌ０４．０１．０６ オリンピック６ 昭和 34 年度 11 0

7 Ｌ０４．０１．０７ オリンピック７ 昭和 36 年度 3 0

8 Ｌ０４．０１．０８ オリンピック８ 昭和 36 年度 4 0

9 Ｌ０４．０１．０９ オリンピック９ 昭和 36 年度 1 0

10 Ｌ０４．０１．１０ オリンピック１０ 昭和 36 年度 1 0

11 Ｌ０４．０１．１１ オリンピック１１ 昭和 36 年度 4 0

12 Ｌ０４．０１．１２ オリンピック１２ 昭和 36 年度 19 0

13 Ｌ０４．０１．１３ オリンピック１３ 昭和 36 年度 20 8

14 Ｌ０４．０２．０１ オリンピック１４ 昭和 37 年度 22 4

15 Ｌ０４．０２．０２ オリンピック１５ 昭和 37 年度 6 0

16 Ｌ０４．０２．０３ オリンピック１６ 昭和 37 年度 21 0

17 Ｌ０４．０２．０４ オリンピック１７ 昭和 37 年度 7 0

18 Ｌ０４．０２．０５ オリンピック１８ 昭和 37 年度 3 0

19 Ｌ０４．０２．０６ オリンピック１９ 昭和 37 年度 3 0

20 Ｌ０４．０２．０７ オリンピック２０ 昭和 37 年度 3 0

21 Ｌ０４．０２．０８ オリンピック２１ 昭和 37 年度 1 0

22 Ｌ０４．０２．０９ オリンピック２２ 昭和 37 年度
2 0

23 Ｌ０４．０２．０９ オリンピック２３ 昭和 37 年度

24 Ｌ０４．０２．１０ オリンピック２４ 昭和 37 年度 3 0

25 Ｌ０４．０３．０１ オリンピック２５ 昭和 37 年度 6 0

26 Ｌ０４．０３．０２ オリンピック２６ 昭和 37 年度 7 0

27 Ｌ０４．０３．０３ オリンピック２７ 昭和 37 年度 1 0

28 Ｌ０４．０３．０４ オリンピック２８ 昭和 37 年度 4 1

29 Ｌ０４．０３．０５ オリンピック２９ 昭和 37 年度 7 1

30 Ｌ０４．０３．０６ オリンピック３０ 昭和 36 年度 4 1

31 Ｌ０４．０３．０７ オリンピック３１ 昭和 37 年度 7 0

32 Ｌ０４．０３．０８ オリンピック３２ 昭和 37 年度 6 0

33 Ｌ０４．０３．０９ オリンピック３３ 昭和 37 年度

3 134 Ｌ０４．０３．０９ オリンピック３４ 昭和 37 年度

35 Ｌ０４．０３．０９ オリンピック３５ 昭和 37 年度

36 Ｌ０４．０３．１０ オリンピック３６ 昭和 37 年度 2 0

37 Ｌ０４．０４．０１ オリンピック３７ 昭和 37 年度 1 0

38 Ｌ０４．０４．０２ オリンピック３８ 昭和 37 年度 7 1

39 Ｌ０４．０４．０３ オリンピック３９ 昭和 37 年度 4 0

40 Ｌ０４．０４．０４ オリンピック４０ 昭和 37 年度 4 0

41 Ｌ０４．０４．０５ オリンピック４１ 昭和 37 年度 2 0

42 Ｌ０４．０４．０６ オリンピック４２ 昭和 37 年度 1 0

43 Ｌ０４．０４．０７ オリンピック４３ 昭和 37 年度 1 0

44 Ｌ０４．０４．０８ オリンピック４４ 昭和 37 年度 8 0

45 Ｌ０４．０４．０９ オリンピック４５ 昭和 38 年度 8 1

46 Ｌ０４．０４．１０ オリンピック４６ 昭和 38 年度 4 0

47 Ｌ０４．０４．１１ オリンピック４７ 昭和 38 年度 9 1

48 Ｌ０４．０５．０１ オリンピック４８ 昭和 38 年度 13 1

49 Ｌ０４．０５．０２ オリンピック４９ 昭和 38 年度
1 0

50 Ｌ０４．０５．０２ オリンピック５０ 昭和 38 年度

51 Ｌ０４．０５．０３ オリンピック５１ 昭和 38 年度 11 1

52 Ｌ０４．０５．０４ オリンピック５２ 昭和 38 年度

1 053 Ｌ０４．０５．０４ オリンピック５３ 昭和 38 年度

54 Ｌ０４．０５．０４ オリンピック５４ 昭和 38 年度

55 Ｌ０４．０５．０５ オリンピック５５ 昭和 38 年度
14 1

56 Ｌ０４．０５．０５ オリンピック５６ 昭和 38 年度

57 Ｌ０４．０５．０６ オリンピック５７ 昭和 38 年度 1 0

58 Ｌ０４．０５．０７ オリンピック５８ 昭和 38 年度 7 1

59 Ｌ０４．０６．０１ オリンピック５９ 昭和 38 年度 1 0

排列
順序 請求番号 簿冊名 文書年度

収録
文書
件数

うち
非公開
の件数

60 Ｌ０４．０６．０２ オリンピック６０ 昭和 38 年度 8 1

61 Ｌ０４．０６．０３ オリンピック６１ 昭和 37 年度 1 0

62 Ｌ０４．０６．０４ オリンピック６２ 昭和 38 年度 1 0

63 Ｌ０４．０６．０５ オリンピック６３ 昭和 38 年度 11 2

64 Ｌ０４．０６．０６ オリンピック６４ 昭和 38 年度 1 0

65 Ｌ０４．０６．０７ オリンピック６５ 昭和 38 年度
1 0

66 Ｌ０４．０６．０７ オリンピック６６ 昭和 38 年度

67 Ｌ０４．０６．０８ オリンピック６７ 昭和 38 年度 11 1

68 Ｌ０４．０６．０９ オリンピック６８ 昭和 38 年度 1 0

69 Ｌ０４．０６．１０ オリンピック６９ 昭和 38 年度 1 0

70 Ｌ０４．０７．０１ オリンピック７０ 昭和 38 年度 1 0

71 Ｌ０４．０７．０２ オリンピック７１ 昭和 38 年度 9 1

72 Ｌ０４．０７．０３ オリンピック７２ 昭和 38 年度 8 1

73 Ｌ０４．０７．０４ オリンピック７３ 昭和 38 年度 1 0

74 Ｌ０４．０７．０５ オリンピック７４ 昭和 38 年度 11 1

75 Ｌ０４．０７．０６ オリンピック７５ 昭和 38 年度 13 1

76 Ｌ０４．０７．０７ オリンピック７６ 昭和 38 年度 1 0

77 Ｌ０４．０７．０８ オリンピック７７ 昭和 38 年度 1 0

78 Ｌ０４．０７．０９ オリンピック７８ 昭和 38 年度 12 1

79 Ｌ０４．０７．１０ オリンピック７９ 昭和 38 年度 14 1

80 Ｌ０５．０１．０１ オリンピック８０ 昭和 38 年度 1 0

81 Ｌ０５．０１．０２ オリンピック８１ 昭和 38 年度 18 1

82 Ｌ０５．０１．０３ オリンピック８２ 昭和 38 年度 1 0

83 Ｌ０５．０１．０４ オリンピック８３ 昭和 38 年度 1 0

84 Ｌ０５．０１．０５ オリンピック８４ 昭和 38 年度 13 1

85 Ｌ０５．０１．０６ オリンピック８５ 昭和 38 年度 2 0

86 Ｌ０５．０１．０７ オリンピック８６ 昭和 38 年度 14 1

87 Ｌ０５．０１．０８ オリンピック８７ 昭和 38 年度 2 0

88 Ｌ０５．０１．０９ オリンピック８８ 昭和 38 年度 4 2

89 Ｌ０５．０１．１０ オリンピック８９ 昭和 38 年度 11 0

90 Ｌ０５．０１．１１ オリンピック９０ 昭和 38 年度 2 0

91 Ｌ０５．０２．０１ オリンピック９１ 昭和 38 年度 12 0

92 Ｌ０５．０２．０２ オリンピック９２ 昭和 38 年度 4 0

93 Ｌ０５．０２．０３ オリンピック９３ 昭和 38 年度 7 0

94 Ｌ０５．０２．０４ オリンピック９４ 昭和 38 年度 6 1

95 Ｌ０５．０２．０５ オリンピック９５ 昭和 38 年度 2 0

96 Ｌ０５．０２．０６ オリンピック９６ 昭和 38 年度 17 2

97 Ｌ０５．０２．０７ オリンピック９７ 昭和 38 年度 8 1

98 Ｌ０５．０２．０８ オリンピック９８ 昭和 36 年度 16 15

99 Ｌ０５．０２．０９ オリンピック９９ 昭和 32 年度 48 2

100 Ｌ０５．０２．１０ オリンピック１００ 昭和 37 年度 52 0

101 Ｌ０５．０２．１１ オリンピック１０１ 昭和 35 年度 35 0

102 Ｌ０５．０２．１２ オリンピック１０２ 昭和 33 年度 20 2

103 Ｌ０５．０３．０１ オリンピック１０３ 昭和 37 年度 59 0

104 Ｌ０５．０３．０２ オリンピック１０４ 昭和 31 年度 12 1

105 Ｌ０５．０３．０３ オリンピック１０５ 昭和 30 年度 57 1

106 Ｌ０５．０３．０４ オリンピック１０６ 昭和 33 年度 37 4

107 Ｌ０５．０３．０５ オリンピック１０７ 昭和 34 年度 11 0

108 Ｌ０５．０３．０６ オリンピック１０８ 昭和 33 年度 64 1

109 Ｌ０５．０３．０７ オリンピック１０９ 昭和 34 年度 101 0

110 Ｌ０５．０３．０８ オリンピック１１０ 昭和 37 年度 9 2

111 Ｌ０５．０３．０９ オリンピック１１１ 昭和 37 年度 37 0

112 Ｌ０５．０３．１０ オリンピック１１２ 昭和 37 年度 30 0

113 Ｌ０５．０３．１１ オリンピック１１３ 昭和 38 年度 59 4

114 Ｌ０５．０３．１２ オリンピック１１４ 昭和 38 年度 57 0

115 Ｌ０５．０３．１３ オリンピック１１５ 昭和 38 年度 19 0

116 Ｌ０５．０３．１４ オリンピック１１６ 昭和 38 年度 45 22

117 Ｌ０５．０４．０１ オリンピック１１７ 昭和 38 年度 13 1

118 Ｌ０５．０４．０２ オリンピック１１８ 昭和 38 年度 54 1

表１　オリンピック関係文書収録簿冊一覧
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排列
順序 請求番号 簿冊名 文書年度

収録
文書
件数

うち
非公開
の件数

119 Ｌ０５．０４．０３ オリンピック１１９ 昭和 37 年度 70 0

120 Ｌ０５．０４．０４ オリンピック１２０ 昭和 37 年度 13 0

121 Ｌ０５．０４．０５ 昭和38年度歳出予算推定差引簿 - -

122 Ｌ０５．０４．０６ 昭和38年度歳出予算推定差引簿 - -

123 Ｌ０５．０４．０７ 昭和38年度歳出予算推定差引簿 - -

124 Ｌ０５．０４．０８ 昭和38年度歳出予算推定差引簿 - -

125 Ｌ０５．０４．０９ 昭和38年度歳出予算推定差引簿 - -

126 Ｌ０５．０４．１０ 昭和38年度契約購買整理簿 - -

127 Ｌ０５．０４．１１ 昭和38年度契約購買整理簿 - -

128 Ｌ０５．０４．１２ オリンピック１２１ 昭和 34 ～ 35 年度 26 0

129 Ｌ０５．０４．１３ オリンピック１２２ 昭和 34 ～ 35 年度 56 2

130 Ｌ０５．０４．１４ オリンピック１２３ 昭和 35 ～ 36 年度 72 18

131 Ｌ０５．０４．１５ オリンピック１２４ 昭和 36 ～ 38 年度 107 48

132 Ｌ０５．０４．１６ オリンピック１２５ 昭和 36 ～ 38 年度 27 0

133 Ｌ０５．０５．０１ オリンピック１２６ 昭和 36 ～ 37 年度 61 0

134 Ｌ０５．０５．０２ オリンピック１２７ 昭和 36 ～ 37 年度 61 0

135 Ｌ０５．０５．０３ オリンピック１２８ 昭和 36 ～ 37 年度 50 0

136 Ｌ０５．０５．０４ オリンピック１２９ 昭和 36 年度 38 0

137 Ｌ０５．０５．０５ オリンピック１３０ 昭和 36 年度 19 0

138 Ｌ０５．０５．０６ オリンピック１３１ 昭和 36 ～ 37 年度 10 0

139 Ｌ０５．０５．０７ オリンピック１３２ 昭和 36 年度 26 1

140 Ｌ０５．０５．０８ オリンピック１３３ 昭和 36 年度 11 0

141 Ｌ０５．０５．０９ オリンピック１３４ 昭和 36 ～ 37 年度 19 0

142 Ｌ０５．０６．０１ オリンピック１３５ 昭和 36 ～ 37 年度 17 0

143 Ｌ０５．０６．０２ オリンピック１３６ 昭和 36 ～ 37 年度 28 1

144 Ｌ０５．０６．０３ オリンピック１３７ 昭和 36 ～ 37 年度 48 4

145 Ｌ０５．０６．０４ オリンピック１３８ 昭和 36 ～ 37 年度 64 0

146 Ｌ０５．０６．０５ オリンピック１３９ 昭和 36 ～ 37 年度 44 7

147 Ｌ０５．０６．０６ オリンピック１４０ 昭和 36 ～ 37 年度 37 5

148 Ｌ０５．０６．０７ オリンピック１４１ 昭和 37 ～ 38 年度 11 0

149 Ｌ０５．０６．０８ オリンピック１４２ 昭和 37 ～ 38 年度 6 0

150 Ｌ０５．０６．０９ オリンピック１４３ 昭和 37 ～ 38 年度 28 0

151 Ｌ０５．０７．０１ オリンピック１４４ 昭和 37 年度 30 0

152 Ｌ０５．０７．０２ オリンピック１４５ 昭和 36 ～ 37 年度 12 0

153 Ｌ０５．０７．０３ オリンピック１４６ 昭和 38 年度 10 4

154 Ｌ０５．０７．０４ オリンピック１４７ 昭和 37 ～ 38 年度 33 3

155 Ｌ０５．０７．０５ オリンピック１４８ 昭和 37 年度 8 0

156 Ｌ０５．０７．０６ オリンピック１４９ 昭和 37 年度 6 0

157 Ｌ０５．０７．０７ オリンピック１５０ 昭和 37 ～ 38 年度 12 1

158 Ｌ０５．０７．０８ オリンピック１５１ 昭和 37 ～ 38 年度 12 0

159 Ｌ０５．０７．０９ オリンピック１５２ 昭和 37 ～ 38 年度 22 0

※ここに第３回アジア競技大会組織委員会文書 (162 冊 ) が入る

322 Ｍ０３．０２．０１ オリンピック１５３ 昭和 37 年度 18 0

323 Ｍ０３．０２．０２ オリンピック１５４ 昭和 36 ～ 38 年度 24 3

324 Ｍ０３．０２．０３ オリンピック１５５ 昭和 37 ～ 38 年度 31 1

325 Ｍ０３．０２．０４ オリンピック１５６ 昭和 37 ～ 38 年度 26 6

326 Ｍ０３．０２．０５ オリンピック１５７ 昭和 37 年度 18 4

327 Ｍ０３．０２．０６ オリンピック１５８ 昭和 38 ～ 39 年度 16 0

328 Ｍ０３．０２．０７ オリンピック１５９ 昭和 38 ～ 39 年度 12 0

329 Ｍ０３．０２．０８ オリンピック１６０ 昭和 38 年度 10 0

330 Ｍ０３．０２．０９ オリンピック１６１ 昭和 38 年度 11 0

331 Ｍ０３．０２．１０ オリンピック１６２ 昭和 38 ～ 39 年度 23 1

332 Ｍ０３．０３．０１ オリンピック１６３ 昭和 38 ～ 39 年度 24 0

333 Ｍ０３．０３．０２ オリンピック１６４ 昭和 38 ～ 39 年度 15 1

334 Ｍ０３．０３．０３ オリンピック１６５ 昭和 38 ～ 39 年度 15 2

335 Ｍ０３．０３．０４ オリンピック１６６ 昭和 38 ～ 39 年度 22 1

336 Ｍ０３．０３．０５ オリンピック１６７ 昭和 38 ～ 39 年度 18 0

337 Ｍ０３．０３．０６ オリンピック１６８ 昭和 38 ～ 39 年度 27 0

338 Ｍ０３．０３．０７ オリンピック１６９ 昭和 38 年度 44 0

339 Ｍ０３．０３．０８ オリンピック１７０ 昭和 38 ～ 39 年度 49 0

排列
順序 請求番号 簿冊名 文書年度

収録
文書
件数

うち
非公開
の件数

340 Ｍ０３．０４．０１ オリンピック１７１ 昭和 37 ～ 38 年度 23 0

341 Ｍ０３．０４．０２ オリンピック１７２ 昭和 37 ～ 38 年度 29 1

342 Ｍ０３．０４．０３ オリンピック１７３ 昭和 38 ～ 39 年度 11 0

343 Ｍ０３．０４．０４ オリンピック１７４ 昭和 38 ～ 39 年度 14 2

344 Ｍ０３．０４．０５ オリンピック１７５ 昭和 38 ～ 39 年度 12 0

345 Ｍ０３．０４．０６ オリンピック１７６ 昭和 38 ～ 39 年度 9 1

346 Ｍ０３．０４．０７ オリンピック１７７ 昭和 38 ～ 39 年度 6 0

347 Ｍ０３．０４．０８ オリンピック１７８ 昭和 39 年度 11 0

348 Ｍ０３．０４．０９ オリンピック１７９ 昭和 38 ～ 39 年度 15 1

349 Ｍ０３．０５．０１ オリンピック１８０ 昭和 39 年度 11 0

350 Ｍ０３．０５．０２ オリンピック１８１ 昭和 38 ～ 39 年度 22 0

351 Ｍ０３．０５．０３ オリンピック１８２ 昭和 36 ～ 39 年度 43 3

352 Ｍ０３．０５．０４ オリンピック１８３ 昭和 38 年度 23 0

353 Ｍ０３．０５．０５ オリンピック１８４ 昭和 38 ～ 39 年度 40 4

354 Ｍ０３．０５．０６ オリンピック１８５ 昭和 38 年度 7 0

355 Ｍ０３．０５．０７ オリンピック１８６ 昭和 38 ～ 39 年度 13 0

356 Ｍ０３．０５．０８ オリンピック１８７ 昭和 38 ～ 39 年度 9 0

357 Ｍ０３．０５．０９ オリンピック１８８ 昭和 38 ～ 39 年度 7 0

358 Ｍ０３．０５．１０ オリンピック１８９ 昭和 39 年度 11 0

359 Ｍ０３．０６．０１ オリンピック１９０ 昭和 39 年度 11 0

360 Ｍ０３．０６．０２ オリンピック１９１ 昭和 38 年度 57 36

361 Ｍ０３．０６．０３ オリンピック１９２ 昭和 38 ～ 39 年度 47 28

362 Ｍ０３．０６．０４ オリンピック１９３ 昭和 38 年度 8 0

363 Ｍ０３．０６．０５ オリンピック１９４ 昭和 38 年度 9 0

364 Ｍ０３．０６．０６ オリンピック１９５ 昭和 38 ～ 39 年度 10 0

365 Ｍ０３．０６．０７ オリンピック１９６ 昭和 38 年度 6 0

366 Ｍ０３．０６．０８ オリンピック１９７ 昭和 38 年度 8 0

367 Ｍ０３．０６．０９ オリンピック１９８ 昭和 38 年度 12 0

368 Ｍ０３．０６．１０ オリンピック１９９ 昭和 38 年度 1 0

369 Ｍ０３．０６．１１ オリンピック２００ 昭和 38 年度 16 2

370 Ｍ０３．０７．０１ オリンピック２０１ 昭和 38 年度 7 1

371 Ｍ０３．０７．０２ オリンピック２０２ 昭和 38 年度 7 0

372 Ｍ０３．０７．０３ オリンピック２０３ 昭和 38 ～ 39 年度
9 1

373 Ｍ０３．０７．０３ オリンピック２０４ 昭和 38 ～ 39 年度

374 Ｍ０３．０７．０４ オリンピック２０５ 昭和 38 ～ 39 年度 7 0

375 Ｍ０３．０７．０５ オリンピック２０６ 昭和 38 ～ 39 年度
7 1

376 Ｍ０３．０７．０５ オリンピック２０７ 昭和 38 ～ 39 年度

377 Ｍ０３．０７．０６ オリンピック２０８ 昭和 38 ～ 39 年度 11 1

378 Ｍ０３．０７．０７ オリンピック２０９ 昭和 38 ～ 39 年度 10 2

379 Ｍ０４．０１．０１ オリンピック２１０ 昭和 37 ～ 38 年度 31 3

380 Ｍ０４．０１．０２ オリンピック２１１ 昭和 38 ～ 39 年度 8 0

381 Ｍ０４．０１．０３ オリンピック２１２ 昭和 38 ～ 39 年度
17 0

382 Ｍ０４．０１．０３ オリンピック２１３ 昭和 38 ～ 39 年度

383 Ｍ０４．０１．０４ オリンピック２１４ 昭和 39 年度 7 0

384 Ｍ０４．０１．０５ オリンピック２１５ 昭和 38 ～ 39 年度 18 0

385 Ｍ０４．０１．０６ オリンピック２１６ 昭和 38 ～ 39 年度 13 1

386 Ｍ０４．０１．０７ オリンピック２１７ 昭和 38 年度 9 1

387 Ｍ０４．０１．０８ オリンピック２１８ 昭和 38 年度 6 0

388 Ｍ０４．０２．０１ オリンピック２１９ 昭和 38 年度 7 0

389 Ｍ０４．０２．０２ オリンピック２２０ 昭和 37 ～ 38 年度 19 2

390 Ｍ０４．０２．０３ オリンピック２２１ 昭和 37 ～ 38 年度 10 1

391 Ｍ０４．０２．０４ オリンピック２２２ 昭和 37 ～ 38 年度 9 1

392 Ｍ０４．０２．０５ オリンピック２２３ 昭和 37 年度 1 0

393 Ｍ０４．０２．０６ オリンピック２２４ 昭和 37 ～ 38 年度 30 1

394 Ｍ０４．０２．０７ オリンピック２２５ 昭和 37 ～ 38 年度 19 0

395 Ｍ０４．０２．０８ オリンピック２２６ 昭和 37 ～ 39 年度 19 1

396 Ｍ０４．０２．０９ オリンピック２２７ 昭和 38 ～ 39 年度 7 1

397 Ｍ０４．０２．１０ オリンピック２２８ 昭和 38 ～ 39 年度 8 0

398 Ｍ０４．０３．０１ オリンピック２２９ 昭和 38 ～ 39 年度 10 0

399 Ｍ０４．０３．０２ オリンピック２３０ 昭和 38 ～ 39 年度 14 0
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には背以外に表示がなく、例えば各簿冊でオリンピック関係事務のうちどのような事項を扱

う文書が収められているのか、その可否も含め分類について詳細を判断することも簿冊記載

の情報からは困難といえる。簿冊内容や簿冊相互の関係性を把握するためには、以上に加え、

収録内容の分析があわせて必要となるのである。

(2) オリンピック招致活動期の文書を含む簿冊の特定
　この点を考えるため、以下ではオリ

ンピック関係文書のうち招致活動期の

文書に限定して具体的な分析を進めて

ゆくことにする。

　東京都によるオリンピック招致活動

は、東京都知事がその意向を正式に表

明した昭和 27 年（1952）５月から第

18 回大会の開催地を決めた昭和 34 年

（1959）５月の国際オリンピック委員会

（IOC）総会までの７年間に及ぶ。本稿

執筆現在、目録情報検索システムに登

載されているこの期間のオリンピック

関係文書は 416 件である。文書件数で

みた場合、これは全体の１割弱となる。

表２で示したとおり、現在 17 冊に収められており、書庫内での排列順序も分散しているこ

とがわかる。なお、今回の調査では個々の文書で扱われている事務内容まで立ち入らないが、

排列
順序 請求番号 簿冊名 文書年度

収録
文書
件数

うち
非公開
の件数

400 Ｍ０４．０３．０３ オリンピック２３１ 昭和 39 年度 3 0

401 Ｍ０４．０３．０４ オリンピック２３２ 昭和 38 ～ 39 年度
11 1

402 Ｍ０４．０３．０４ オリンピック２３３ 昭和 38 ～ 39 年度

403 Ｍ０４．０３．０５ オリンピック２３４ 昭和 38 年度 1 0

404 Ｍ０４．０３．０６ オリンピック２３５ 昭和 37 ～ 39 年度 24 0

405 Ｍ０４．０３．０７ オリンピック２３６ 昭和 36 ～ 37 年度 17 0

406 Ｍ０４．０３．０８ オリンピック２３７ 昭和 35 ～ 38 年度 42 0

407 Ｍ０４．０４．０１ オリンピック２３８ 昭和 38 ～ 39 年度 21 1

408 Ｍ０４．０４．０２ オリンピック２３９ 昭和 35 ～ 39 年度 25 0

409 Ｍ０４．０４．０３ オリンピック２４０ 昭和 36 年度 41 0

410 Ｍ０４．０４．０４ オリンピック２４１ 昭和 36 ～ 37 年度 17 0

411 Ｍ０４．０４．０５ オリンピック２４２ 昭和 36 ～ 38 年度 30 0

412 Ｍ０４．０４．０６ オリンピック２４３ 昭和 37 ～ 38 年度 29 1

413 Ｍ０４．０４．０７ オリンピック２４４ 昭和 28 ～ 30 年度 69 0

414 Ｍ０４．０４．０８ オリンピック２４５ 昭和 31 ～ 34 年度 35 0

415 Ｍ０４．０４．０９ オリンピック２４６ 昭和 34 年度 53 3

416 Ｍ０４．０４．１０ オリンピック２４７ 昭和 34 ～ 35 年度 45 1

417 Ｍ０４．０４．１１ オリンピック２４８ 昭和 37 年度 52 35

418 Ｍ０４．０４．１２ オリンピック２４９ 昭和 38 ～ 39 年度 46 14

419 Ｍ０４．０４．１３ オリンピック２５０ 昭和 38 ～ 39 年度 49 2

420 Ｍ０４．０５．０１ オリンピック２５１ 昭和 27 ～ 40 年度 34 0

421 Ｍ０４．０５．０２ オリンピック２５２ 昭和 38 ～ 39 年度 26 0

422 Ｍ０４．０５．０３ オリンピック２５３ 昭和 39 ～ 40 年度 39 13

423 Ｍ０４．０５．０４ オリンピック２５４ 昭和 39 年度 8 0

424 Ｍ０４．０５．０５ オリンピック２５５ 昭和 39 年度 1 0

425 Ｍ０４．０５．０６ オリンピック２５６ 昭和 40 年度 3 1

排列
順序 請求番号 簿冊名 文書年度

収録
文書
件数

うち
非公開
の件数

426 Ｍ０４．０５．０７ オリンピック２５７ 昭和 35 ～ 39 年度 33 2

427 Ｍ０４．０５．０８ オリンピック２５８ 昭和 38 ～ 39 年度 29 1

428 Ｍ０４．０５．０９ オリンピック２５９ 昭和 35 ～ 39 年度 18 0

429 Ｍ０４．０５．１０ オリンピック２６０ 昭和 36 ～ 39 年度 13 0

430 Ｍ０４．０６．０１ オリンピック２６１ 昭和 38 ～ 39 年度 37 0

431 Ｍ０４．０６．０２ オリンピック２６２ 昭和 40 年度 52 12

432 Ｍ０４．０６．０３ オリンピック２６３ 昭和 39 年度 28 0

433 Ｍ０４．０６．０４ オリンピック２６４ 昭和 38 ～ 39 年度 69 27

434 Ｍ０４．０６．０５ オリンピック２６５ 昭和 39 年度 45 4

435 Ｍ０４．０６．０６ オリンピック２６６ 昭和 38 ～ 39 年度 47 0

436 Ｍ０４．０６．０７ オリンピック２６７ 昭和 39 年度 5 0

437 Ｍ０４．０６．０８ オリンピック２６８ 昭和 39 年度 16 0

438 Ｍ０４．０６．０９ オリンピック２６９ 昭和 38 ～ 39 年度 29 4

439 Ｍ０４．０６．１０ オリンピック２７０ 昭和 39 年度 33 16

440 Ｍ０４．０６．１１ オリンピック２７１ 昭和 39 年度 2 0

441 Ｍ０４．０６．１２ オリンピック２７２ 昭和 35 ～ 36 年度 37 0

442 Ｍ０４．０６．１３ オリンピック２７３ 昭和 32 ～ 39 年度 22 0

443 Ｍ０４．０７．０１ オリンピック２７４ 昭和 39 年度 2 0

444 Ｍ０４．０７．０２ オリンピック２７５ 昭和 38 年度 2 0

445 Ｍ０４．０７．０３ オリンピック２７６ 昭和 39 年度 25 3

446 Ｍ０４．０７．０４ オリンピック２７７ 昭和 39 年度 2 0

447 Ｍ０４．０７．０５ オリンピック２７８ 昭和 38 ～ 39 年度 18 0

448 Ｍ０４．０７．０６ オリンピック２７９ 昭和 39 ～ 40 年度 18 0

449 Ｍ０４．０７．０７ オリンピック２８０ 昭和 40 年度 5 1

450 Ｍ０４．０８．０１ オリンピック東京大会組織委員会議事録 - -

451 Ｍ０４．０８．０２ 昭和35年度印刷物登録台帳 - -

排列
順序 簿冊名 請求番号 収録文書の文書年度

1 1 オリンピック１ Ｌ０４．０１．０１ 昭 29

2 2 オリンピック２ Ｌ０４．０１．０２ 昭 30

3 3 オリンピック３ Ｌ０４．０１．０３ 昭 31

4 4 オリンピック４ Ｌ０４．０１．０４ 昭 31　昭 32　昭 33

5 5 オリンピック５ Ｌ０４．０１．０５ 昭 33

6 6 オリンピック６ Ｌ０４．０１．０６ 昭 32　昭 33　昭 34　／昭 35

7 99 オリンピック９９ Ｌ０５．０２．０９ 昭 32

8 102 オリンピック１０２ Ｌ０５．０２．１２ 昭 32　昭 33

9 104 オリンピック１０４ Ｌ０５．０３．０２ 昭 31

10 105 オリンピック１０５ Ｌ０５．０３．０３ 昭 30

11 106 オリンピック１０６ Ｌ０５．０３．０４ 昭 33

12 107 オリンピック１０７ Ｌ０５．０３．０５ 昭 34　／昭 34( 開催決定後 )

13 108 オリンピック１０８ Ｌ０５．０３．０６ 昭 33

14 413 オリンピック２４４ Ｍ０４．０４．０７ 昭 28　昭 29　昭 30

15 414 オリンピック２４５ Ｍ０４．０４．０８ 昭31　昭32　／昭34(開催決定後)

16 415 オリンピック２４６ Ｍ０４．０４．０９ 昭33　昭34　／昭34(開催決定後)

17 420 オリンピック２５１ Ｍ０４．０５．０１ 昭 27　／昭 37 昭 38 昭 39 昭 40

表２　オリンピック招致活動期の文書を収録した簿冊一覧

※「収録文書の年度」について、開催決定以降の文書が含まれる場合は「／」で
区切りを入れた。
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主なものを確認しておくと、大会計画をまとめた現在の立候

補ファイルに相当する IOC からの質問に対する回答書の作成

原議およびその草稿類、在外公館や使節派遣を通じた海外で

の働きかけ、来日したオリンピック関連要人の接遇など、東

京都による招致活動の詳細がたどれる文書が含まれている。

　以上の簿冊には、収録文書が複数年度にまたがる場合と、

単一年度のみのものとがある。だが、実際に原本をあたると、

前者のうちいくつかで複数の簿冊を合綴した形跡が確認で

き、単一年度の文書を収録した簿冊に分割可能であることが

みえてくる。例えば、「オリンピック 244」では、かつて使

われていた旧簿冊３冊分の表紙も文書とともに綴じ込まれて

いる。そのひとつには、収録文書の事項名を表わす「オリン

ピック招致」に加え、当該事務を所管する部署名が明記されている（図２）。また、「昭 29 年」

とも記されており、表紙に続く収録文書はいずれも表記の年度のもののみが綴られている。

残るふたつの表紙でも同様の傾向が確認できるため、現在１冊となっている「オリンピック

244」は、単一年度の文書を編集した旧簿冊３冊をまとめたものであるとの推測が成り立つ。

ほかにも、「オリンピック 245」と同「246」で同じつくりが確認でき、それぞれに旧簿冊の

痕跡がみられる。表３では、これら３冊について確認しうる新旧簿冊の情報を整理した。

　以上の旧簿冊は、昭和 27 年 11 月１日に制定された当時の東京都の文書管理規定にあたる

「東京都処務規程（東京都訓令甲第 89 号）」に基づくものであったと考えられる。同規程の

第 53 条では、各主務課により完結文書を保存年限別に編集・製本することが定められてい

る。その作業の内容についても、「編集は暦年によつて区別する」こと、「表紙には、名称、

年度及び主管局部課名を記載すること」、「索引目次をつけること」など細かく指定されてい

る。なお、ここでいう「編集」とは複数の完結文書を編綴する行為を意味している。また、

文書の保存年限については同規程の第 52 条で定められている。規程制定当初は「永久保存」

「十年保存」「五年保存」「一年保存」の４区分があり、昭和 29 年 12 月 28 日の規程改正以降、

ここに「十五年保存」が加えられた 4。

　これらをふまえると「オリンピック 244」から同「246」に含まれる旧簿冊は、いずれも

東京都処務規程に基づきオリンピック関連事務の 10 年保存文書をまとめた簿冊であったこ

とがみえてくる。なお、各簿冊には同規程にある「索引目次」も綴じられていたと考えられ

る。これによりそれぞれの簿冊ごとに収録文書の件数や件名、編綴順序などを把握すること

図２　再製本前の旧簿冊表紙

簿冊名 請求番号 編綴順序 旧簿冊表紙記載情報

オリンピック２４４ Ｍ０４．０４．０７

1 昭 28 年　オリンピック招致原議　保存 10 年

2 昭 29 年　オリンピック招致　保存 10 年　庶務課

3 30　[ 印 ] 東京都公文　オリンピック招致　[印 ]保存 10 年　外事部観光課

オリンピック２４５ Ｍ０４．０４．０８

1 32　[ 印 ] 東京都公文　オリンピック招致　[印 ]保存 10 年　観光部招致課

2 34　[ 印 ] 東京都公文　オリンピック準備　[印 ]保存 10 年　観光部招致課

3 34　[ 印 ] 東京都公文　オリンピック準備　[印 ]保存 10 年　オリンピック準備事務局連絡課

オリンピック２４６ Ｍ０４．０４．０９

1 34　[ 印 ] 東京都公文　オリンピック招致　[印 ]保存 10 年　観光部招致課

2 [ 記載なし ]

3 [ 記載なし ]

表３　簿冊情報新旧対応表
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ができたとみられるが、簿冊の解体・再製本の過程で失われたと推測される。

　ところで、製本前の簿冊情報が確認できるのは、以上の３冊と「オリンピック 251」5 の

みに限られる。これらはいずれも平成８年度にマイクロフィルム撮影がおこなわれた文書を

再製本した簿冊である 6。これに対し、残る 13 冊はすべて昭和 48 年度撮影分の方に属する。

こちらは旧簿冊の表紙がその痕跡も含め現存しておらず、再製本以前の状態の把握が相対的

に困難といえる。ただし、マイクロフィルム撮影画像を用いることによりある程度の推定が

可能と考えられる。そのため、これらの簿冊に関しては、マイクロフィルムまで分析の範囲

を広げたうえで、検討を加えてみたい。

２　マイクロフィルム撮影記録の分析による旧簿冊情報の抽出
(1) 東京都文書のマイクロフィルム撮影事業
　昭和 33 年（1958）１月 16 日、東京都処務規程が改正され、これに基づき総務局総務部文

書課に引き継がれた永久保存文書のマイクロフィルム撮影事業が始まる 7。当初は同課で撮

影が実施されていたが、昭和 43 年（1968）10 月１日、文書課の一部機能と都政史料館を統

合し東京都公文書館が新たに設置されたことにより、以降は当館の事業となった。

　当館によるマイクロフィルム撮影は、館の業務を定めた「東京都公文書館処務規程（昭和

43 年 10 月１日　東京都訓令甲第 197 号）」に基づきおこなわれた。引継文書の整理・保存

を規定した第 11 条の第２項には、「館長は、引継を受けた永久保存文書をマイクロフィルム

化実施基準の定めるところに従い、マイクロフィルムに撮影し、そのフィルムを保存しなけ

ればならない」とある。これをうけ作成されたのが、「マイクロフィルム化実施基準（昭和

45 年３月 23 日総務局総務部文書課長承認　45 都公発第 131 号）」である 8。ここでは事業

の大枠が定められており、文書のマイクロフィルム化にあたっては「マイクロフィルム撮影

決定書」を作成するとしている。また、公文書館長が撮影作業の細目を別に定めるともあり、

具体的な手順や機材等の仕様が別途用意されていたこともわかる。

　昭和 48 年度に撮影されたオリンピック関係文書のマイクロフィルム化は、以上の実施基

準とその下に設けられた「細目」に基づきおこなわれたと考えられる。しかしながら、当館

所蔵の公開資料のなかに当時の撮影手続きを定めた「細目」は存在せず、その具体的な内容

を確認することができない。このため、やや後年のものとなるが、『東京都公文書館関係規

程集』（東京都公文書館、昭和 56 年３月）に掲載されている昭和 55 年（1980）当時の「細目」

にあたる「東京都公文書館マイクロフィルム化取扱要領（昭和 55 年７月 22 日東京都公文書

館長決定　55 総総公第 118 号）」を参考として取りあげる 9。

　この要領では、マイクロフィルムの仕様や撮影手順などに加え、フィルム保存の規定がま

とめられている。これらのうち、以下の分析で活用した「ターゲット」に関する取り決めを

確認しておく。なお、ターゲットについて要領では、「ＭＦ（引用者注：マイクロフィルム）

の利用者にとって、利用・検索の場合の道しるべとなり、同時に判断の手がかりを与えるも

のである等ＭＦの内容を明確にするため使用するもの」と定義している。

　要領で定められているターゲットは 13 種類ある。表４では、各ターゲットの番号および

名称、それぞれの役割を整理した。また、要領に掲載されている各ターゲットの体裁もあわ

せて図３で示した。これらのターゲットは、個々の役割に応じ撮影資料の前後ないしあいだ

に挿入するかたちで使用される。要領ではその標準的な使用順序も示されている。
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(2) 昭和 48 年度撮影マイクロフィルムの画像構成
　以上をふまえ、昭和 48 年度に撮影されたオリンピック関係文書のマイクロフィルムをみ

ると、撮影の縮小率や各ターゲットの体裁、使用順序は一部異なるものの、ターゲットの役

割は昭和 55 年の要領とほぼ同じ運用であったことがわかる。

　各ターゲットの基本的な使用順序を整理すると、まず各フィルムの先頭には巻番号ター

ゲットがあり、開始、公文書、縮小率の各ターゲット、「マイクロフィルム撮影決定書」、対

象資料の順で撮影が続く。一方、フィルムの最後には、終了、フラッシュ、公文書、確認、

巻番号の順で各ターゲットが用いられ、当該フィルムによる撮影が終了する。また、対象資

番号 名称 マイクロフィルム化取扱要領における説明
第１ フィルム巻番号ターゲット フイルム巻番号を示す。

第２ 開始ターゲット 年度、項目が開始した時を示す。

第３ 公文書ターゲット 内容を示し見出しとする。

第４ 縮小率ターゲット 縮小率を示す。

第５ フラッシュターゲット 索引の目安を示す。

第６ 訂正ターゲット 撮影中の直前のコマ取り直しを示す。（この場合、責任者は、受託者の代表者とする。）

第７
分割ターゲット 分割撮影を示す。

第８

第９
継続ターゲット

文書を二巻以上に継続して撮影する場合、第九ターゲットは後巻に継続することを示し、第十ターゲッ

トは前巻から継続することを示す。第１０

第１１ 確認ターゲット 撮影責任者（受託者の代表者）、撮影者、撮影場所、事項名、文書記号、撮影範囲を示す。

第１２ 終了ターゲット 年度、項目が終了したときを示す。

第１３ 説明ターゲット その他の場合に使用する。

表４　ターゲットの種類

図３　マイクロフィルム化取扱要領で示されているターゲットの体裁
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料が１巻のフィルムに収まらない場合は、終了ターゲットに代わり継続ターゲットが使われ、

次巻フィルムの開始ターゲットも継続ターゲットに置き換えられる。

　このうち本稿の分析で手がかりとなるのが、公文書ターゲットである。図４では、現在

「オリンピック１」に収録されている文書の撮影に用いた同ターゲットを参考として掲載し

た。ここからは、撮影対象が東京都文書であることを示す「東京都公文」、事項名として「オ

リンピック関係綴」、撮影文書の主管部局を示す「総務局渉外観光部」の表記が確認できる。

以上の記述は、昭和 48 年度分の撮影に使用されたすべての公文書ターゲットで共通してい

る。一方、整理番号と分類番号の項目は、ターゲットごとに表示が変化する。撮影される文

書に応じ書き換えられており、内容を分析するための指標となりうる項目だといえる。整理

番号には撮影資料の文書年度が、分類番号はいずれも大分類の項目のみが使われ、事項名と

考えられるものが表示されている。

　次に、対象となる各文書は基本的に連続して撮影されている。ただし、一部の文書の切れ

目に、終了、フラッシュ、開始の順で各ターゲットが挿入されていることがある。また、開

始ターゲットに続き公文書ターゲットやマイクロフィルム撮影決定書が再度撮影される場合

もある。これらの意味するところは残されたフィルムだけでは必ずしも定かではないが、少

なくとも撮影時に何らかの「区切り」が認識されていたことは確かである。

　図５にあるとおり、マイクロフィルムに収

められた各文書には、撮影時点つまり現在の

簿冊に製本される前の段階で綴じ跡が確認で

きる。これだけではもちろん断定できないが、

撮影直前まで簿冊の形態で保存されていた可

能性は高く、簿冊単位の撮影が完了した部分

で上記の「区切り」が加えられていると推測

される。なお、各種ターゲットに続き対象資

料の撮影が始まる位置には、先頭文書の文書

記号・番号や文書年度、事項名がまとめられ

た手書きのターゲットが挿入されている（図６）。昭和 55 年のマイクロフィルム化取扱要領

では定義づけられていないため、便宜上これを本稿では「見出しターゲット」と表記する。

公文書ターゲット同様、内容分析の手がかりとなるターゲットといえる。

図４　公文書ターゲット 図５　左側に綴じ跡がある文書

図６　手書きの「見出しターゲット」
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(3) マイクロフィルムの画像を手がかりとした旧簿冊情報の抽出
　以上の各ターゲット情報を整理し、撮影文書の請求番号や現在の収録簿冊と対照させたの

が表５である。なお、昭和 48 年度のオリンピック関係文書撮影フィルムは、フィルム番号

48-045 から 48-092 までの全 48 巻に及ぶ。しかし、紙幅の関係上、本表ではこのうち招致

活動期の文書を中心として、今回の分析に直接関わる範囲のみを抜粋している。

　この表からは、公文書ターゲットおよび見出しターゲットにより、撮影前の文書の保存状

態が一部推測可能であることが確認できる。例えば、フィルム番号 48-045 と 48-046 の場合、

ターゲットが多用されており、単年度ごとに撮影対象が細かく区切られている。それぞれの

区切り位置およびターゲット記載の文書年度も、現状の「オリンピック１」から同「６」の

各簿冊の構成とほぼ対応しているため、以上については単一年度の文書で編集されていた撮

影前のまとまりに即し再製本がおこなわれていると考えられるのである 10。

　なお、これらの簿冊に収録されている文書をみると、いずれも保存年限が「永久保存」と

指定されたものが綴られていることがわかる 11。表では省略したが、48-047 以降 48-077 ま

で大会準備期間の永久保存文書が続いており、現状における各簿冊の排列は永久保存文書を

優先して取りあげたとみられる撮影順序の影響を受けていることも確認できる。

　このように、昭和 48 年度マイクロフィルム撮影分の簿冊でも撮影に用いられているター

ゲットを手がかりとすることで、平成８年度撮影分の簿冊と同様、当時の規定に基づく保存

MF
番号 コマ数 文書数 収録文書

請求番号 現在の簿冊名 招致期
文書 撮影日 公文書ターゲット

整理番号 分類番号：大分類
見出しターゲット
[ 文書年度 ] [ 事項名 ] ( ※「／」は改行を示す )

48-045 630 37 1 Ｌ０４．０１．０１ オリンピック１ ○ 昭和48年 8月 15日 昭和 29年度永久保存 オリンピック招致 昭和29年度 オリンピック招致

2 Ｌ０４．０１．０２ オリンピック２ ○ 昭和48年 8月 15日 昭和 30年度永久保存 オリンピック招致 昭和30年度 オリンピック招致

3 Ｌ０４．０１．０３ オリンピック３ ○ 昭和48年 8月 15日 昭和 31年度永久保存 オリンピック招致 昭和31年度 オリンピック招致

4 Ｌ０４．０１．０４ オリンピック４ ○ 昭和48年 8月 15日 昭和 32年度永久保存 オリンピック招致 昭和32年度 オリンピック招致

48-046 577 26 1 Ｌ０４．０１．０５ オリンピック５ ○ 昭和48年 8月 15日 昭和 33年度永久保存 オリンピック招致 昭和33年度 オリンピック招致

2 Ｌ０４．０１．０６ オリンピック６ ○ 昭和48年 8月 15日 昭和 34年度永久保存 オリンピック招致 昭和34年度 オリンピック招致

3 Ｌ０４．０１．０６ オリンピック６ 昭和48年 8月 15日 昭和 34年度永久保存 オリンピック準備 昭和34年度 オリンピック招致

4 Ｌ０４．０１．０７ オリンピック７ 昭和48年 8月 15日 昭和 36～ 37年度永久保存 オリンピック準備 昭和36～ 37年度 オリンピック準備 経理工事

48-047 677 7 前巻続き 1 Ｌ０４．０１．０７ オリンピック７ 昭和48年 8月 17日 昭和 36～ 37年度永久保存 オリンピック準備 昭和36～ 37年度 オリンピック準備 経理工事

連続 Ｌ０４．０１．０８ オリンピック８

連続 Ｌ０４．０１．０９ オリンピック９

連続 Ｌ０４．０１．１０ オリンピック１０

48-078 665 31 1 Ｌ０５．０２．０４ オリンピック９４ 昭和48年 12月 18日 昭和 38年度永久保存 オリンピック準備 昭和38年度 オリンピック準備／経理・工事

連続 Ｌ０５．０２．０５ オリンピック９５

連続 Ｌ０５．０２．０６ オリンピック９６

連続 Ｌ０５．０２．０７ オリンピック９７

48-079 607 38 1 Ｌ０５．０２．０７ オリンピック９７ 昭和48年 12月 21日 昭和 32～ 38年度永久保存 オリンピック準備 昭和32～ 38年度 オリンピック準備／経理・工事

連続 Ｌ０５．０２．０８ オリンピック９８

連続 Ｌ０５．０２．０９ オリンピック９９ ○

48-080 600 70 前巻続き 1 Ｌ０５．０２．０９ オリンピック９９ ○ 昭和48年 12月 24日 昭和 32～ 38年度永久保存 オリンピック準備 昭和32～ 38年度 オリンピック準備／経理工事

2 Ｌ０５．０２．１０ オリンピック１００ 昭和48年 12月 24日 昭和 35～ 37年度永久保存 オリンピック準備 昭和35～ 37年度 オリンピック準備／経理

48-081 601 45 前巻続き 1 Ｌ０５．０２．１０ オリンピック１００ 昭和49年 1月 9日 昭和 35～ 37年度永久保存 オリンピック準備 昭和35～ 37年度 オリンピック準備／経理

連続 Ｌ０５．０２．１１ オリンピック１０１

48-082 621 45 1 Ｌ０５．０２．１２ オリンピック１０２ ○ 昭和49年 1月 11日 昭和 30～ 38年度永久保存 オリンピック準備 昭和30～ 38年度 オリンピック招致

連続 Ｌ０５．０３．０１ オリンピック１０３

48-083 630 84 前巻続き 1 Ｌ０５．０３．０１ オリンピック１０３ 昭和49年 1月 12日 昭和 30～ 38年度永久保存 オリンピック招致 昭和30～ 38年度 オリンピック招致

連続 Ｌ０５．０３．０２ オリンピック１０４ ○

連続 Ｌ０５．０３．０３ オリンピック１０５ ○

2 Ｌ０５．０３．０３ オリンピック１０５ ○ 昭和49年 1月 12日 昭和 30～ 34年度永久保存 オリンピック招致 昭和30～ 34年度 オリンピック招致

48-084 629 46 前巻続き 1 Ｌ０５．０３．０３ オリンピック１０５ ○ 昭和49年 1月 14日 昭和 30～ 34年度永久保存 オリンピック招致 昭和30～ 38年度 オリンピック招致

連続 Ｌ０５．０３．０４ オリンピック１０６ ○

連続 Ｌ０５．０３．０４ オリンピック１０６ ○

48-085 634 84 前巻続き 1 Ｌ０５．０３．０４ オリンピック１０６ ○ 昭和49年 1月 14日 昭和 30～ 34年度永久保存 オリンピック招致 昭和30～ 38年度 オリンピック招致

連続 Ｌ０５．０３．０５ オリンピック１０７ ○

2 Ｌ０５．０３．０６ オリンピック１０８ ○ 昭和49年 1月 14日 昭和 33年度永久保存 オリンピック招致 昭和33年度 オリンピック招致

48-086 599 133 1 Ｌ０５．０３．０７ オリンピック１０９ 昭和49年 1月 16日 昭和 34～ 35年度永久保存 オリンピック準備 昭和34～ 35年度
オリンピック準備

／秘書事務関係綴

2 Ｌ０５．０３．０７ オリンピック１０９ 昭和49年 1月 16日 昭和 35年度永久保存 オリンピック準備 昭和35年度 オリンピック準備／経理

3 Ｌ０５．０３．０８ オリンピック１１０ 昭和49年 1月 16日 昭和 36～ 37年度永久保存 オリンピック準備 昭和36～ 37年度 オリンピック準備／庶務

連続 Ｌ０５．０３．０９ オリンピック１１１

連続 Ｌ０５．０３．１０ オリンピック１１２

表５　オリンピック関係文書の撮影マイクロフィルムおよび使用されたターゲットの表記（抜粋）

※開始ターゲットに代わり継続ターゲットが使用されているフィルムの場合は、「前巻続き」と表記した。
※現在複数の簿冊に収録されている文書がターゲットによる区切りを入れず続けて撮影されている場合は、「連続」と表記した。
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文書の編集がおこなわれていた形跡がみえてくる。また、見出しターゲットの事項名も各簿

冊に付与されていた名称の可能性が高い。招致活動期のものは共通した表記だが、開催決定

後の文書に関しては「オリンピック準備」の文言に加え、その一部では「経理・工事」など

細目が併記されており、各簿冊がどのように分類されていたかうかがうこともできる 12。

　ただし、すべてのフィルムで以上の推定ができるわけではない。フィルム番号 48-079 以

降に関しては、ターゲット記載の文書年度が複数年にわたり、現在複数冊に収録されている

文書を区切りなく捉える傾向が強まるからである。例えば、48-079 の場合、現在「オリンピッ

ク 98」に収録されている昭和 36 年度の文書に続き、同「99」にある昭和 32 年度の文書が

撮影されている。48-082 でも「オリンピック 102」と同「103」に含まれる年度が異なる文

書が連続している。加えて事項名の表示も、公文書ターゲットでは「オリンピック準備」と

あるのに対し、見出しターゲットは「オリンピック招致」と混乱がみられる。

　このような撮影対象の区切りが不明瞭となる背景には、撮影文書の保存年限が関係して

いると推測される。前述のとおり 48-077 までは永久保存文書が撮影対象であるのに対し、

区切りが不明瞭なフィルムでは保存年限が有期のものが扱われているからである。例えば、

48-079 では 15 年保存文書、48-082 では 10 年保存文書を撮影している。

　以上の違いは、「マイクロフィルム撮影決定書」からも確認できる。昭和 48 年度の撮影に

関わる決定書は、48-045 から 48-077 で共通する決定書Ａと、48-078 から 48-092 までの決

定書Ｂの２種類が存在する。これらの決定書には撮影対象を示す「事項名」の項目があり、

決定書Ａは公文書ターゲットと同じ「オリンピック関係綴」と表記されている。一方、決定

書Ｂでは「オリンピック関係綴／長期保存文書（扱い）」とあり、違いがみられる。この「長

期保存」とは、東京都処務規程に代わり昭和 47 年（1972）３月 15 日に制定された「東京都

文書管理規程（東京都訓令甲第 11 号）」で、永久保存を廃し新たに設けられた保存年限の区

分をさす。ここから決定書Ｂの事項名表記は、かつての永久保存文書にあたる長期保存文書

に準じた「扱い」とされる有期の保存文書であることを明示したものだと推測される。

　このように保存年限が撮影方法やターゲットの用い方、おそらく文書の保存方法自体にも

何らかの影響を及ぼしていると考えられるが、なお不明なところも多く、結論を得るにはさ

らなる分析が必要である。そのため、表５におけるフィルム番号 48-078 以降は、現段階で

確認ないし推定しうる区切りのみをまとめた 13。

おわりに
　現在、オリンピック関係文書の閲覧は原本を提供している。基本的にこれらの文書が利用

される場合、目録情報検索システムを介し文書一件単位で申請をうけ、当該文書が含まれる

簿冊単位で出納している。そのため、利用者は簿冊に綴じられているすべての文書をあわせ

て確認することができるわけだが、にもかかわらず、各文書がどのような理由や経緯でひと

つにまとめられているのか、簿冊本体から直接それらを把握するのは困難だといえる。

　これは、現状の簿冊が収録文書のマイクロフィルム撮影を機に再製本されたものであるこ

とと関係している。この製本処理の過程で合綴など原状の変更をともなう編集が施され、ま

た簿冊情報の一部が失われてしまった。本稿では以上の事実を確認したうえで、残された痕

跡から再製本以前の情報が復元可能か検証した。この結果、各文書は当時の文書管理規定に

基づきまとめられていたものであり、その編集内容も部分的に把握できることが判明した。
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また、再製本がおこなわれた直接の要因にあたるマイクロフィルムの撮影画像からも手がか

りを得られることがわかった。あわせてフィルムの分析により、オリンピック関係文書全体

の編成や、現在の排列には一定の規則性があることもみえてきた。

　ただし、以上の見通しは、オリンピック関係文書のうち招致活動期の文書のみを対象とし

た調査に基づくものであり、分析に利用したマイクロフィルムも一部に限られる。オリンピッ

ク関係文書全体に範囲を広げ、あらためて検証を重ねる必要があるといえる。

1 「東京都文書管理規則（平成 11 年 12 月３日　規則第 237 号）」第 39 条第１項において、公文書は電子文書を除き「必要

に応じて利用することができるように、分類記号別に、かつ、一件ごとに整理しておくものとする」と規定している。なお、

同条第２項では、「相互に極めて密接な関係がある」場合に限り、複数の文書を「一群の公文書として整理することがで

きる」としており、現在、簿冊形態による文書の管理は例外と位置づけられている。

2 オリンピック関係事務機構の変遷に関しては、『都史資料集成Ⅱ』第７巻「オリンピックと東京」（東京都、平成 30 年）

掲載の「解説」および『第 18 回オリンピック競技大会東京都報告書』（東京都、昭和 40 年）を参照

3 第３回アジア競技大会は、昭和 33 年（1958）に東京で開催された。同大会組織委員会の文書が当館に引き継がれた経緯

および詳細は不明である。なお、同文書の編成を分析したものとして、森本祥子「『国際標準記録史料記述（一般原則）』

適用の試み――行政文書の場合」『史料館研究紀要』第 29 号（平成 10 年）がある。

4 この昭和 29 年の規程改正により、「文書保存分類表」が同規程の付表として新たに追加され、完結文書の編集は分類表

の事項別および第 52 条で定めた保存年限別に処理することと決められた。分類表は大分類・中分類・小分類の三層構造

となっており、小分類項目のひとつに「オリンピック招致」が確認できる。オリンピック関係文書のうち招致活動期の

文書を編集した旧簿冊で表示されている事項名は、この分類表に基づいているとみられる。

5 この簿冊に収録されている招致活動期の文書は、いずれも現在の簿冊には編綴されておらず、他と異なる様式のファイ

ルに一括された状態で保存されている。そのため、今回の分析では処理方法が異なる例外と位置づけた。

6 前述のとおり、平成８年度に撮影した文書の収録簿冊には、表紙の見返しにその旨の記載がある。これにより各文書の

撮影時期が識別できる。上記の印字がある簿冊は、「オリンピック 121」から同「280」までのすべてである。一方、こ

れらより前に排架されている簿冊は、いずれも記載がない。ここから、オリンピック関係文書は撮影年度別にまとめ、

昭和 48 年度、次いで平成８年度撮影文書の順に排列していることがみえてくる。

7 東京都文書のマイクロフィルム撮影事業が始まった経緯に関しては、白石弘之「東京都公文書館の歴史　文書疎開から

30 年公開まで」『東京都公文書館調査研究年報＜ WEB 版＞』第１号（平成 27 年）で詳述されている。

8 『東京都公文書館要覧』昭和 45 年度版で全文が確認できる。

9 このときあわせて実施基準も改正されたが、公文書館長が細目を別途定める規定自体は踏襲されている。

10 このうち「オリンピック４」は、表２のとおり収録文書が複数年にわたっている。これは、１事案を一連の起案文書で

処理したものについて、現在の目録では各文書を個別にそれぞれの起案年月日で採録していることによる。また、同「６」

のみ収録文書をふたつにわけて撮影しているが、各文書をみると開催決定前後で区切られていることがわかる。文書の

作成も前者が招致事務を当時所管していた広報渉外局観光部招致課、後者は同課を再編し大会準備事務のため新設した

オリンピック準備事務局と異なることから、元の簿冊が各個に分かれていたと推測される。

11 ただし、このなかには保存年限が有期の文書が一部含まれている。これは、保存文書の編集方法を定めた東京都処務規

程第 53 条に「二以上の完結文書で保存年限を異にする場合においてその文書が相互にきわめて密接な関係があるときは、

その長期のものにより編集及び製本すること」と規定されているためであると考えられる。

12 なお、注４で言及した文書保存分類表には「オリンピック準備」という分類項目は存在しない。しかし、分類表の備考

として表中の事項名に分類できない文書に関しては別途事項名を設けることができると規定されている。具体的な分析

は今後の課題となるが、オリンピック準備期間の保存文書は以上に基づき編集されたと考えられる。

13 このうちフィルム番号 48-084 で撮影されている「オリンピック 106」収録文書は、前半が 15 年保存、後半は 10 年保存

文書で構成されており、ターゲットでは確認できない区切りがあったと推定される。これらの文書には、図５の文書の

右上にみえるものと同様、欄外に編綴順序と対応した通し番号が記されているのだが、10 年保存文書からは番号が振り

直されている。紙幅の関係で今回は詳述できなかったが、オリンピック関係文書以外の現存する簿冊から、この番号は

東京都処務規程で保存文書の編集にあたり作成が定められていた「索引目次」の採録順序と対応していることが確認で

きるため、編綴の段階で索引用に書き込まれたものであり、元はふたつの簿冊に分かれていたと考えられる。

※本報告書の著作権は東京都にあります。「私的使用のための複製」や「引用」など著作権法上認められた場合を除き、
　無断で複製・転用することはできません。
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